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１ 背景  

 印旛郡栄町の須賀新田地区は、ほ場整備が完了した

農地(３０ａ区画)が広がる水田地帯で、農地の地権者

の大半が地区内の住民です。近年、高齢化により農地

の維持が困難と考える地権者が増加していました。 

２ 農地集積に向けた担い手の動き  

担い手の１人は、就農当時から高性能化している農

業機械の能力を最大限に生かすためには農地の集約化

が必要と考え、数年前から地区内外の担い手と借受農

地の交換を行っていました。しかし、個人同士で行う

集約(借受農地の交換)には限界を感じていたそうです。

そのような状態のなか、農業事務所が主催する勉強会

で栄町の他地区の担い手６名と一緒に低コスト化や規

模拡大について学習を行う過程で、農地集積事例や農

地中間管理機構についても学び、「担い手である自分た

ちが動かないと進まない」と考えるようになりました。

そこで、地区内の担い手と栄町役場や印旛農業事務所

で農地集積に向けた話合いが始まりました。 

３ 農地集積に向けた地区内の合意形成  

 農地集積に向けた合意形成を図るため、地権者対象

の説明会を２回（地区内、地区外）開催しました。説

明会を開催するに当たり、担い手の代表２名が地権者

全員に対して戸別訪問を行い、「地区の水田を保全する

ために農地中間管理事業を活用したいので、説明会に

来てほしい」 と思いを伝えました。その結果、地区説

明会に２４戸中１７戸、地区外説明会では７３戸中 

１６戸の地権者が参加しました。 

 説明会では担い手から農地集積後の耕作割図のイメ

ージを示しながら農地集積の有用性について説明をし、

農地集積に向けた合意ができました。その結果、水田

６８ha のうち５０％を超える３５ha が農地中間管理

機構を通して担い手へ集積できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 関係機関のサポート体制  

担い手を中心に農地集積を進めるに当たり、栄町役場

と印旛農業事務所が連携し、継続的な支援を行いました。 

 地権者対象の説明会開催に向けて、担い手、栄町役場

と印旛農業事務所で５回話合いの場を設け、その中で不

明な点を解消していきました。また、話合いには地権者

代表にも参加してもらい、様々な意見をもらいました。 

 また、栄町では機構の活用に当たり、機構からの委託

を受け土地交渉などの業務に精通した専属職員を１名雇

用、地区の合意形成や貸付申込が円滑に進むよう体制を

整備し、円滑な担い手への集積を後押ししました。 

５ 今後について  

 担い手が地区内の合意形成を進める過程で実施した戸

別訪問を通じて、地権者の様々な声を拾うことができま

した。１０年間にわたり、担い手は「安定した営農」を、

地区は「農地の保全による農村環境の維持」を保証され、

地区全体が安心することができました。 

 農地集積により、より効率良く作業を行うことが可能

になり、担い手の営農意欲も高まっています。農業事務

所として、このような取組が周辺エリアに広がるよう今

後も支援していきます。 

 

 

 

 

 

印旛農業事務所 改良普及課 

普及指導員  青木 菜々子 

美田を永遠に ～地区の農地保全に向けた取組～ 

印旛郡栄町の須賀新田地区では、担い手を中心に農地集積に向けた合意形成を図り、農地

中間管理機構を通して地区の水田６８ha のうち５０％を超える３５ha が担い手へ集積でき

ました。“地区の水田を保全していきたい”という思いが担い手と地権者をつないでいます。 
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１ 背景  

本県は、さつまいもの産出額が全国３位（181億円）、

東京都中央卸売市場入荷量では全国１位（16,311t）に

位置するさつまいもの大産地です。さつまいもには、

食味や食感の異なる様々な品種が存在します。本県で

は、昭和の終わり頃から紅赤系などに代わって「ベニ

アズマ」が大きく普及してきました。その後、平成 23

年頃からは「べにはるか」平成 26年頃からは「シルク

スイート」の栽培も始まり、高系品種を含め多種多様

な品種が栽培されています。 

東京都中央卸売市場入荷量全国２位（10,425t）の茨

城県のＪＡなめかたでは、焼き芋需要に対応するため

に、「紅優甘⇒紅まさり⇒紅こがね⇒熟成紅こがね」と

年間を通じて明確な品種リレーを行っています。一方

で、本県では様々な品種が栽培されているにもかかわ

らず、品種の特徴を生かすための販売方針がなく、量

販店において効果的な売り場づくりにつながらない、

という課題がありました。そこで、平成 26年度から産

地・市場・関係機関で協議を続け、このたび県産さつ

まいもの有利販売を目的とした「さつまいも品種別販

売方針」を策定しました。 

２ 品種別販売方針  

「ベニアズマ」は甘く、ホクホクとした食感が特徴

で、青果、焼き芋、業務加工用など需要が多岐にわた

ります。それに対応するため、年間を通じて安定的に 

 

 

 

 

 

出荷を行う必要があります。 

「べにはるか」は品種本来の特徴を引き出すために、生

産者には収穫後 30 日以上貯蔵したものを出荷していただ

いています。貯蔵の結果、しっとり感と甘さの増した「べ

にはるか」は焼き芋の最需要期である 12～3 月に出荷し、

焼き芋需要が減少し始める夏前までに出荷を終える必要

があります。 

近年、作付面積が増加している「シルクスイート」はな

めらかな食感でとても甘く、こちらも焼き芋に適した品種

です。「シルクスイート」は 10、11月を中心に年内に出荷

し、「べにはるか」との焼き芋向けリレー販売を行うこと

で、秋から本県産の売り場をしっかり確保します。 

高系品種（大栄愛娘・くりちゃん・さわらっこ）は地域

ブランドとして産地ごとに独自の販売戦略を実施します。 

また、この品種別販売方針を生産者に周知するために、

各生産者部会のさつまいも査定会においてチラシの配布

及び説明を行いました。また、各農協の集出荷場にはＡ１

版のポスターを掲示しています。 

３ 今後の取組  

品種別販売方針を買参人（仲卸・小売商・量販店仕入れ

担当者）にも周知するために、10月 14日に大田市場内に

てさつまいも試食宣伝を開催しました。また、各品種の特

徴を記したＰＯＰを市場や量販店に配布し、お客様に本県

産のさつまいもをＰＲしていきます。 

野菜ニュース 

全国農業協同組合連合会 千葉県本部 

園芸部 園芸販売課 谷口 優 

千葉県さつまいも協議会 
平成２８年産さつまいも品種別販売方針 

「オール千葉」体制の取組を進める中で、さつまいもについてはこれまで主要ＪＡを集めた販売

対策会議、市場や量販店での販売促進活動などに取り組んでまいりました。今後も産地、市場、県、

園芸協会と連携を図りながら、本県産さつまいもの販売・生産の強化を進めます。 

 

 

 

品種名 ８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 主な用途

高系品種

JAグループ千葉、（公社）千葉県園芸協会、千葉県

平成28年産　千葉県産さつまいも　品種別販売方針

シルクスイート
年内の
焼き芋向け販売

多用途への販売かつ
地域ブランド

１２月

ベニアズマ
多用途への販売
（青果用、焼き芋用、
業務加工用）

需要期の
焼き芋向け販売

べにはるか

シルクスイートで、量販店等の焼き芋売場を秋から確保します。

（べにはるかとの競合を避けるため、年内に集中）

「シルクスイート」

→「べにはるか」で

焼き芋向けの品種

リレーを行うことで、

量販店等の売場を

確保します。

多用途需要に対応するため、年間を通じて安定

的に出荷を行う必要があります。

「30日貯蔵ルール」を遵守し食味を良くしてから出荷し、

焼き芋の需要が特に高まる年明けを重点に供給します。

焼き芋需要が減少する夏までに出し

切ります。

重点期 販売期

さつまいもは品種ごとに用途や需要期が
異なります。
県産さつまいもの有利販売のために、計
画的な出荷を心がけましょう！

高系品種は地域ブランドとして産地ごとに独自の販売戦略を実施します



（３）平成 28 年 11 月 1 日 第 65 巻第 11 号 

 

 

 

１ 視察の概要  

 秋田県は、国の農政改革への対応を強化し、米に偏っ

た農業構造を複合型に転換するため、「オール秋田」体

制で様々な取組を行っています。特にねぎについては、

販売金額が 10 億円を超える JA あきた白神や加工業務

用へ取り組む生産法人など優良事例が多数あります。 

そこで、県産ねぎの生産・販売力強化と産地の活性化

を図るため、県、全農千葉県本部及び千葉県園芸協会で

秋田県の取組を調査しました。 

２ 平成 28年度青果物流通システム高度化事業   

 野菜流通カット協議会が主催し、大潟村で開催された

加工業務用ねぎの研修会に参加しました。セミナーでは、

秋田県の加工業務用野菜の取組や流通事業者からの提

言、越冬育苗による夏どり栽培等について情報提供があ

りました。 

 現地視察では、大潟村で加工業務用ねぎを約 10ha 生

産する㈲正八の出荷調製施設を視察しました。人件費抑

制を目的とした作業の効率化に取り組んでおり、省力化

機械の導入はもちろん、メーカーと協力した加工業務専

用機械（根葉切り機や皮むき機）の試作や作業レイアウ

トの合理化等により、作業者はほとんど動くことなく効

率的に業務を行うことができるようになっています。ま

た、定植・管理・防除・収穫等の各作業の省力化を図る

機械の実演・展示の様子を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ JAあきた白神との情報交換・視察  

世界遺産である白神山地の南に位置する JAあきた白

神では、キャベツやアスパラガス、ねぎ等の園芸作物が

栽培されています。主要品目のねぎについては、H22 に

9.6 億円の売上を達成したことから、更なる拡大のため、

H25 に「10 億円販売プロジェクトチーム」を立ち上げ、 

①面積、②反収、③単価の 3 点を対象に様々な取組を行 

いました。 

 

 

 

①については、既存面積（123ha）から 4～5ha の増 

加を目標に、面積拡大に対する助成措置を市役所と連

携して行いました。②については、反収が 550 ケース

/10a 以下の生産者に個別巡回を実施しました。③につ

いては、販促資材やラッピングトラック等を活用した

PR 活動を行いました。 

また、H26 には基盤整備の実施地区において秋田県

が実施する「園芸メガ団地育成事業」を活用し、育苗ハ

ウスやトラクター、省力化機械等を整備しました。農事

組合法人 2 法人、認定農業者 2 戸で生産を開始し、H27

には早くも売上 1 億円を達成しています。 

４ 全農秋田県本部・秋田県との情報交換  

全農秋田県本部では、水稲からの転換を目標に園芸

振興を進めるために、主要 3 品目（ねぎ、えだまめ、ア

スパラガス）を重点品目としています。また、関係機関

と一体となり、「Let’s Go! あきた園芸力強化運動」を軸

とした生産振興と「オール秋田」を基本とする販売を展

開しています。 

秋田県では、米からの脱却や園芸産出額の飛躍的増

大等を実現するため、従来の手法にとらわれない起爆

剤的な施策として、H25 から「園芸メガ団地育成事業」

を実施しています。本事業には「1 団地当たり最低販売

額 1 億円以上」「原則として 1 か所に団地化」等の要件

があり、現在までにねぎ、トマト、ダリア等といった品

目で 8 か所整備されています。実施や運営で様々な課

題もありますが、関係機関の連携の下、目標達成に向け

取り組んでいます。 

５ 今後に向けて  

秋田県では関係機関が連携した産地振興の取組が既

に実施され、成果が得られつつあります。本県において

も、千葉県ねぎ協議会を核として、県産ねぎの加工業務

用の推進やソフト・ハードの両面からの支援を関係機

関と連携して実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園芸メガ団地の出荷調製施設 

公益社団法人 千葉県園芸協会 

産地振興部  主査  槇 晋介 

野菜ニュース 

千葉県ねぎ協議会による先進産地調査の結果報告について 

当県では「オール千葉」の取組として、野菜の主要 7品目で品目別協議会を設置し、産地連携の

取組を行っています。「千葉県ねぎ協議会」の取組として、9 月 15 日～16 日に秋田県の調査を行

ったので報告します。 

 

 

 

㈲正八の出荷調製施設 
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１ はじめに  

ミカンの他産地と比べて冬季の気温が低い南房

総地域では、ミカン狩り園は寒波があまりこない

10月中旬～12月末に開設されています。しかし最

近は、気温上昇で凍霜害の危険性が低くなるとも

言われており、既に１月以降も開園できる可能性

があります。開園期間を延長すれば収益の向上及

び農家経営の安定が期待できますが、凍霜害の実

態は不明であり、収穫期間を延長すれば鳥害も懸

念されます。そこで、当地域の主要品種について、

凍霜害や鳥害の実態を把握した上で、それらの回

避技術を確立し、さらにミカン狩りに適した果実

品質を維持できる期間を解明することで、収穫期

延長を可能にしました。 

 

２ 被覆資材を用いた収穫期延長モデル  

品種と被覆資材を組み合わせることで収穫期延

長が可能になります（図）。 

温州ミカン「興津早生」及び「杉山温州」は凍

霜害の発生が少なく、12月から防鳥ネットで被覆

することにより、２月上旬及び中旬まで収穫を延

長できます。「大津四号」は、凍霜害の危険性が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低い圃場では、12月から防鳥ネットを被覆するこ

とにより、２月下旬まで収穫を延長できます。凍 

霜害の危険性が高い圃場では、防鳥・防寒効果が 

ある資材（商品名：iネルコート）を被覆します。 

中晩生カンキツ「はるみ」は、12月中旬から防

鳥・防寒効果がある資材（商品名：iネルコート）

を被覆することにより、凍霜害が抑えられ、３月

上旬まで収穫を延長できます。 

 

３ 被覆時の留意点  

防寒資材は被覆を続けると高温になるので注意

が必要です。樹冠外側の果実は資材と擦れて傷が

付くこともあるので、樹冠内側の果実を利用しま

す。列単位で被覆すると、資材を取り外さずに収

穫できるので効率的です。 

 

４ おわりに  

本モデルに加えて、シートマルチ栽培など高品

質果実生産技術にも取り組むことで、利用者満足

度が向上し、顧客や収益の増加につながることが

期待されます。 

 

図 カンキツ類の収穫期延長モデル 
注 1）  ：資材の被覆期間、 ：可食期間、  ：最も食味が優れる期間 
注 2）平成 22～25年度の調査結果から作成 

千葉県農林総合研究センター 暖地園芸研究所 

特産果樹研究室  研究員  蔦木 康徳 

果樹ニュース 

簡易被覆によるカンキツ類の収穫期延長 

 ミカン狩りに適した果実品質を維持できる期間を解明するとともに、果実の凍霜害や鳥害を

回避する技術を確立し、これを組み合わせて１月以降もミカンを提供できる収穫期延長技術を

開発しました。 

 

12月 １月 ２月
中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中

品種・資材

時期

杉山温州 防鳥ネット

大津四号

防鳥ネット

iネルコート

はるみ

防鳥ネット

iネルコート

11月 ３月

興津早生 防鳥ネット

従来のみかん狩り期間(10～12月) 延長可能期間
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１．はじめに  

千葉県では、切り花カーネーションは主に印旛、

香取、安房地域で栽培され、平成 26年産の作付面

積は約 26ha、産出額は約 11億円となっており、代

表的な切り花品目です。カーネーションは相対的

長日植物であり、長日条件では花芽分化が促進さ

れ、開花が早まることが知られています。そこで、

近年農業分野にも導入されつつある LED 電球を用

いた電照栽培が、切り花カーネーションの収量及

び品質に及ぼす影響を明らかにしたので、紹介し

ます。 

２．電照栽培に適する LED光源   

波長の異なる遠赤色(波長 730-740nm)、赤色(波

長 620-630nm) 青色(波長 460-470nm)及びピンク

色(青と赤を 7:1で混合)の LED電球を用いた電照

栽培で収量を比較検討したところ、遠赤色及び赤

色 LED電球による電照区では、白熱電球並に、無

照射区に比べて株当たり収穫本数が増加する傾

向が認められました。これは、無照射区では栽培

期間中に採花まで至らなかったものが、電照区で

は開花が促進されてこの期間中に採花できたも

のと考えられます。これに対し、青色及びピンク

色 LED電球による電照区では、増収効果はほとん

ど認められませんでした（表）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．電照栽培が品質に及ぼす影響  

 増収効果が認められた赤色 LED 電球を用いて終夜

又は日長が 16 時間となるよう電照を行い、収量及

び品質への影響を比較検討しました。その結果、電

照区では無照射区に比べて開花が早まり、栽培期間

中の株当たり収穫本数は増加しました。しかし、品

質面では、切り花長や切り花重、節数及び輪数が減

少する場合があり（データ省略）、下位等級の収穫

本数が増加する傾向が認められました（図）。 

４．おわりに  

遠赤色又は赤色 LED 電球を用いた電照栽培によ

り、カーネーションの開花が促進され、増収する反

面、品質が低下する場合があることが明らかとなり

ました。当研究室では、今後も試験を継続し、品質

を低下させない効果的な電照方法について検討し

ていく予定です。 

 

 

 

農林総合研究センター 暖地園芸研究所 

野菜・花き研究室 上席研究員 海老原 克介 

花植木ニュース 

切り花カーネーションの LED電球を用いた電照栽培 

切り花カーネーションに対する LED 電球を用いた電照栽培では、赤色及び遠赤色の波長の光源を

用いることにより白熱電球並に開花が早まり、増収する傾向がありますが、一方で品質が低下する

場合があることが明らかとなりました。 
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表 LED光源の種類がカーネーションの収量に及ぼす影響 

遠赤色 赤色 青色 ﾋﾟﾝｸ色 白熱灯 無照射

ﾛｲﾔﾙｸﾞﾘｰﾝ 10.4 10.6 7.8 8.2 10.2 7.2

ｽﾀｰﾁｪﾘｰﾃｯｼﾉ 9.6 9.4 6.6 7.6 8.4 5.6

ﾏｽﾀｰ 10.0 9.0 9.4 8.8 10.0 9.2

ﾗｲﾄｸﾘｰﾑｷｬﾝﾄﾞﾙ 8.2 6.8 6.4 6.4 6.2 7.2

ｵﾍﾟﾗ 11.6 11.0 12.4 10.8 11.8 11.2

ﾘﾘｱﾝ 10.0 10.0 8.6 8.2 9.8 9.0

平均 10.0 9.5 8.5 8.3 9.4 8.2

収穫本数(本/株)
供試品種

注１）光源はそれぞれ地表面から高さ 1.5mの位置に設置し、電

照は、平成 23年 8月 25日から収穫終了の 6月 30日まで

の間、自然日長に電照時間を加えた日長時間が 16時間と

なるよう適宜調整し、夕方から夜間にかけて行った。 

収
穫
本
数(

本
／
株) 

光源は地表面から高さ 1.5mの位置に設置し、電照は、

平成 25 年 9 月 5 日より収穫終了の 5 月 31 日まで、自然

日長に電照時間を加えた日長時間が 16時間となるよう照

射した 16 時間区(16hr)及び終夜(17:00～6:00)照射した

終夜区を設けて行った。結果は、供試した 3品種（「ｽﾀｰ

ﾁｪﾘｰﾃｯｼﾉ」､「ｼﾙｴｯﾄ」､「ﾛｲﾔﾙｸﾞﾘｰﾝ」）の平均値を示す。 

図 赤色 LED電球による電照がカーネーションの 

等級別収量に及ぼす影響 



（６）平成 28 年 11 月 1 日 第 65 巻第 11 号 

 

 

 

 
 

県では、千葉県農林業の先導的な技術開発拠点である農林総合研究センターを 

広く一般の方々に知っていただくため、「公開デー」を開催します。 

 
１ 日 時 

平成２８年１１月５日（土） 

午前１０時から午後３時まで（荒天の場合は中止） 

２ 場 所 

千葉県農林総合研究センター 

（千葉市緑区大膳野町８０８） 

＊駐車場には限りがありますので、公共交通機関を 

御利用ください。 

３ 主な内容 

（１）実物展示による最新の研究成果の紹介 

（２）研究施設ガイドツアー 

（３）ガーデニング教室 

（４）体験（サツマイモ収穫（100円）、お米の脱穀・ 

籾すり（無料）、どんぐり工作（無料）） 

（５）食育クイズ、農産物・加工品の販売等 

４ 問い合わせ  

千葉県農林総合研究センター 電話（043）291-0151（代） 

Eメール carc@mz.pref.chiba.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１１月１２日（土）・１３日（日）の２日間「一致団結！！農業の若人たち」を 

スローガンに「社稷祭」を開催します。 

 

 恒例の農産物販売、いも堀り体験、ミニ動物園、スタンプラリー、卒論パネル紹介、模擬店のほか、

今回は新たな催しとして「菓子まき大会」を行います。 

 毎回約３０００名に御来場者いただいて

おり、学校内農場で生産した農産物を買い求

めるお客様で賑わっています。 

 生徒が丹精込めて作った野菜、果物、花、

加工品などを是非お買い上げください。 

お子様も大人も楽しめます。農業大学校生

一同皆様方の御来場を心からお待ちしてい

ます。 

【会場】千葉県立農業大学校 

（〒283-0001東金市家之子１０５９） 

【問合せ先】千葉県立農業大学校 

ＴＥＬ ０４７５－５２－５１２１ 

Ｈ Ｐ http://www.pref.chiba.lg.jp/ 

noudai/index.html 

千葉県農林総合研究センターを公開します！  

県立農業大学校の学園祭第３７回「社稷
しゃしょく

祭
さい

」を開催！ 

mailto:carc@mz.pref.chiba.lg.jp

